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Summary

　The　 relation　between　the　 vascular 　system 　 and 　 the　photosynthate　 translocation 　pathway　 was

investigated　in　main 　stems ，　sympodiums ，　and 　illflorescences　of　tomato　plants．　The　plants　had　the　lst

inflorescence　on 　the　main 　shoot 　with 　g　leaves，　and 　the　lst，2nd　and 　3rd　lateral　shoats 　with 　31eaves
from　each 　terminal 　node ．　The 　shoot 　alteTnated 　right

−
and 　left−handed　phyllotaxis．

　There　were 　4　vascular 　bundles　in　the　hypocotyl　and 　8　vascular 　bundles　in　the　main 　stem 　and

sympodiums ．　Four　vascular 　bundles　were 　located　at　the　base　of　the　lst　infloTescence．　Two 　were

connecteCl 　to　the　7th　leaf　and 　to　the　2nd　or　4th　flowers；the　otheT　two　were 　connected 　to　the　8th　leaf

and 　the　lst　or 　3rd　flowers．

　When 　
t
　
4
　CO2 　was 　fed　to　7th　or 　8th　leaf，　the　highest　radloactivity 　was 　recovered 　in　the　internode　just

below 　the　treated　leaf　among 　the　internodes　on 　the　main 　 ste 皿 and 　sympOdiums ・In　 each 　internodc，

particularly　strong 　radioactivity 　was 　recovered 　in　30f　8　vascular 　bundles．　Among 　the　pedicels　in　the

lst　inflorescence
，
　the　highest　radioactivity 　was 　recovered 　in　the　lst　and 　3rd　ones 　when 　the　8th　leaf　was

treated
，
　and 　in　the　2nd　and 　4th　pedicels　when 　the　7th　leaf　was 　fed　with 】4CO2 ．

Key 　Words ： photosynthate，　tomato ，　translocation　pathway，　vascular 　system ．

緒　　言

　 トマ トの 光合成産物の 分配パ タ ーンが ソース葉と シ ン

ク部位 の 相対的位置に よ っ て異な る現象に は，葉序に対応

した 維管 束走向が 関 わ っ て い る もの と 推測 さ れ て い る

（Bonnemain ，
1966；Shishido　・　Hori，

1977；Russell・Mor −

ris
，
1983； 宍戸 ら，1988）． トマ トの 葉序 に つ い て は，異

な る見解が 示され て い て ，た とえば 215（Hayward ，
1967；

八鍬 ・白木，1983）で あ る とす る ほ か に ，113（大河内，

1983），90度と 180度の 開度を繰り返 す 四 列縦生 な い し コ

ク サ ギ 型 （薄上，1964 ； Shishido・Hori，1977 ；宍戸 ・堀 ，

1991），お よ び開度法で は 3／8 また は斜列法で は 3：5に 近

い （Kanahama ら，1993，1994）と す る報告が あ る．こ の

ような 状況 の 中で ，トマ トに お い て ソ
ー

ス 葉 と シ ン ク葉と

の 展 開角度が 異 な る と シ ン ク葉へ の光合成産物の分配率

が異な る （宍戸 ら，
1988）仕組 みを転流経路 の 面 か ら明 ら

1998年 10月 14 日　受付．1999年 4 月 7 日　受理．
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か に す るに は，まず初め に ，葉序 の 仕組み と整合性の あ る

維管束走向を調べ ，そ の 上 で 維管束走向と整合性 の あ る光

合成産物 の 転流経路 に つ い て 調 べ る必要があ ると考える．

　そ こ で本研究で は，トマ トに つ い て、主茎，花序軸，仮

軸に分け て，そ れ ぞ れ の 維管束走 向を調 ぺ ，そ れ に 基 づ い

て 光合成産物の転流経路に つ い て調べ た の で ， そ の 結果を

報告す る，

材 料 お よ び 方 法

実 験 1．主 茎 と 花 序 お よ び 仮 軸 に お け る 維管 束 の

　　 　 走 向

　 トマ ト（Lyc〔〜persicon　esculentum 　Mill．）の
‘
キ ャ ロ ル 7’

と
‘
桃太郎

’
を供試 した． 1997年 9−−11月 に 播種 し，温室

内の 5号鉢で育て た．本葉 3− 16枚展開時に ，主茎上 の 葉

序の 回転方向が 左回りの株と右回りの 株と に 分けた．主

茎上 の 第 9葉の 上 に 第 1花序を分化 した後，第 9節か ら第
一

次側枝 ，第一次側枝 の 第 3節か ら第二 次側枝，第二 次側

枝 の 第 3節から第三次側枝を発生 して ，そ れ ぞ れ の側枝が
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3枚の 葉 の 上に 花序を分化する と と もに ，葉序の 回転方向

が左右交互 に 反転 して い る個体を選ん だ．こ の ような個

体 に つ い て ，主茎，花序軸，仮軸 と花柄 の 連続横断切片を

作成 し，実体顕微鏡下 で維管束の 走 向を観察 した．ま た，
一

部の 苗を鉢か ら掘 り出し て，根を水で洗浄 し，O．190の

フ ク シ ン 液に 浸漬 して 2−3時間フ ク シ ン を吸収さ せ て 維

管束部分 を染色 した後 に，主 茎，仮軸，花序軸お よ び花柄

の表皮と皮層を剥き取 っ た面か ら も維管束の 走向を観察

し た．

実 験 2．光 合 成 産 物 の 転 流 経 路

　 トマ ト
t
桃太郎

’
を供試 した，1998年 3月 に播 種 し，5

号鉢 に 移植 した 後，ガ ラ ス 室内で 育 て た．葉序 の 左右性 お

よ び花序の 分化節位 に つ い て 実験 ユと同様に して選 ん だ

個体を用い ，主茎 と仮軸 の 転流経路を調べ る場合に は第

12 葉展開時に，花序軸と花柄 の 転流経路 を 調べ る場 合 に

は第 1花序の 開花時に
14CO2

を施与 した．14
　CO2 施与直

前 に トマ ト個体 を鉢 か ら掘 り出 して 根を水 で 洗浄 し，水を

入れ た ワ グナ
ーポ ッ トに 移 し替え て，第 7葉また は第 8葉

に o．37MBq の
14co2

を 1時間施与 した，
14

　CO2 施与開

始後 22時間 に，ワ グナ
ー

ポ ッ トの 水を 0．1％ フ ク シ ン 液と

入 れ替え て フ ク シ ン を根か ら 2 時間吸収させ た ，
14CO2

施与開始後 24時間に，実験 1で観察 した維管束の 走向に

従 っ て ，主茎の 第 6，7，8，9葉の 直下節間 （第 6，7，8，9

節間 ）と，仮軸を構成 して い る第
一

次側枝 の 第 1
，
2，3葉

の 直下節間 （主茎 の 第 1節間か ら数え て第 10，11，12節

間 ），お よ び第 1花序の 花序軸と第 1− 4番花の 花柄 の 維管

束を実体顕微鏡で確認 しな が ら切り取 っ た ，切 り取 っ た

維管束を 80℃ で 熱風乾燥 して 乾物重 を測定し た後，サ ン

プ ル オ キ シ ダ イ ザ ー
（パ ッ カード（株 ），307型 ）で 燃焼 し，

液体 シ ン チ レ
ー

シ ョ ン カウ ン タ
ー

（パ ッ カ
ー

ド（株），TR 【

−CARB −1900TR 型 ）で
14C 一

活性を測定 した ．第 7 葉施

与区 に 3個体，第 8葉施与区に 3個体を供試 した ．

　主茎 と仮軸 の 各維管束に おける
14C 一

活性に つ い て は，

切 り取 っ た 維 管 束ご と の 乾物 1mg 当 た り の 放射活 性

（dpm ・mg
−1

）を
14CO2

施与葉直下節間 の 比放射活性

（dpm ・mg
− L

）に対す るパ ーセ ン トで 表 した （第 4図）．ま

た，花序軸 （第 5図 ）の 各維管束 に おけ る
14C 一

活性 （dpm ）
は，主茎の 各節間，花序軸基部，および各花柄 そ れ ぞ れ の

放射活性 （dpm ）を 100として，そ れ に対す るパ ー
セ ン トで

表 し た ，

結　　果

実験 1．主 茎 と 花序 お よ び仮 軸 に お け る 維管 束 の

　　　　走 向

　本実験で は
‘
キ ャ ロ ル 7’と

‘
桃太郎

’
の 2品種を供試 し，

主茎，花序，仮軸 の 維管束走向を観察 した が ， 両品種 とも

同 じ維管束走向が観察されたの で，結果 に は品種 の 区別を

しな い で記 す こ と と した．ま た両品種 に つ い て ，主茎の葉

序が左 回りの個体と右回りの個体に分け て観察した が，互
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Fig．　L　Three −djmensiona監figure　of 　Ihe　vascular 　system 　in　the

　　 main 　stem 　of　Iomato 　plant．

　　 Cl　and 　C2 ： Cotyledons．

　 　 N1 −N9 ：TTie　lsけ 09th 　node ．

　　  
一
  ： The・1st・to・9th・leaf．

　 　 IF1（1）： The 　lst　infiorescence．

　　 a
−d：Vascular　bundles　in　hypocoty1．

　 　 A −H ：Vascular　bundles　in　each 　internode．

　 　 IFa−IFd；Vascular　bundles　in　the　inflorescence，

　 　 Sa−Sd ： Vascular 　bundles 　in　the　transition　 zone 　between

　　　 the　mother 　shoot 　and 　the　first旦ateral 　daughter　shoot ．

い に 鏡像関係 が認 め られた の で，結果 に は主茎 の 葉序の 回

転方向が左 回 りの 個体 に つ い て の み 記 す こ とと した．

1．主 茎 主茎基部の 胚軸を走向して い る維管束と して 4

列認め られた．そ の うちの 2列は 1枚の 子葉に連絡 し，残

り 2列は もう 1枚 の 子葉 に 連絡 して い た ，葉序が左回 り

の 茎の 場合（第 1図 ），第 1葉を図 の 手前側，第 2葉 を図 の

裏側に して観察 した と きに t 茎の右側 に 発生 して い る子葉

に C1 の 記号を つ け，左側の 子葉 に C2 の 記号をつ け た．

胚軸の 4列 の 維管束の うち，1列 は胚軸 の 中 で 2列 に分岐

して い た が，胚軸 の 残 り 3本の 維管束は子葉節と第 1節 の

間 で 2列ずつ に分岐し て い た．分岐位置が も っ と も低 い

維管束を a と して，低 い 位置 か ら順 に b，c，　d の 記号をつ

け る と，胚軸維管束の 分岐位置は，葉序が左回 りの 場合 に

は右回 りに な っ た．胚軸 の 維管束 a は 2列 に 分岐 して い ず

れ も第 2葉に ，胚軸の 維管束 bは第 1葉 に，胚軸 の 維管束
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Fig．3．　Three−Climensional　figure　of 　the　vascular 　system 　in　the

　　 sympodium 　ef　tomato 　plant．

　 　 N7 −N15 ：The　7th　to　15th　node ，

　　  
一
  ：The　7th　to　15th　leaf．

　　 IF1−【F3（1 一
皿 ）：The　lst　to　3rd　inflorescence．

　 　 A −H ：Vascular　bundles　in　each 　intemode．

　 　 Sa−Sd； Vascular　bund藍es　in　transition　zone 　between　the

　　　 motl 】er　shoot 　and 　1he　first　lateral　daughter　sheot ．

絡 して い る 3列 の 維管束の うちで 中央 の 維管束 とな っ た ．

Sa は第
一

次側枝の 第 1葉の 下 の 節間で 2列に分離 し，第
一次側枝の第 1葉 と第 2葉に走向して い た ．Sc は第一次

側枝の 第 1葉の 直下か ら第 2葉に 至る間で 4列 に 分離 し，

第一次側枝の第 1葉に 1列と，第 2葉に 1列と，第 3葉（主

茎の 第 1葉か ら数え て 第 12葉 ）に 2列 が 走 向 して い た ．

ま た 第
一

次側枝 の 第 1葉 と第 2葉由来 の 維管束が 2列ずつ

第 2花房 に走向 して い た，こ の よ うに，仮軸 で も各節間で

8列 の 維管束 が観察され た．また，第二 次側枝以上 の 側枝

の 維管束配列は，そ の 直下の 側枝 の 維管束配列と鏡像関係

に あ る こ とが 認 め られ た，

実 験 2．光 合 成 産 物 の 転 流 経 路

1．主 茎 と 仮軸 主茎の 第 9葉 の 上 に第 1花序を分化 し，

第 9葉の 腋芽が第一次側枝 と して 発生す る と ともに，第一

次側枝 の 第 3葉の 上 に 第 2花序を分化 した 個体を供試 し

て，主茎 と第一次側枝の維管束走向に従 っ た
14C 一光合成

産物の 転流経路を維管束走向 の 展開図と して第 4図に示

す ，第 8葉に
14CO2

を施与 した場合，主茎の各節間の

MC 一比放射活性は施与葉直下 の第 8節間 で 最 も高 く，第

8節間か ら遠い 節間ほ ど低 か っ た （第 4図 A ＞ 仮軸の 各節

間 の
14C 一

比放射活性も
14CO2

施与葉直下 の 節間よ り低

か っ た が ，必 ず しも
14CO2

施与葉直下 の 節間か ら遠 い 節

間 ほ ど
14C 一

比放射 活性が低 い とは 限 ら な か っ た．そ の 理

由として t 本実験で供試 した材料は第 1花序が開花中で あ

っ た こ とと，第
一
次側枝も活発に 伸長中で あ っ た こ とか ら

シ ン ク 活性が高ま り，光合成産物を盛 ん に 取 り込 ん で い た

こ と が考え られ た．各節間 の 中 で ，8列 の 維管束 の
14C 一

比放射活性を比較す ると，い ずれ の 節間 で も
14

　CO2 　tu与

葉 に 近 い 側 の 3列 の 維管束で 高く，

14CO2
施与葉か ら遠

い側の 維管束ほ ど低か っ た．ま た，1列の よ うに接近 し て

い た維管束 E と F で も
14CO2

施与葉 に 近 い 側 で
MC 一比

放射活性が高 く，
14CO2

施与葉か ら遠 い 側 で 低 か っ た ．

第 7葉に
14CO2

を施与した 場合も同様 の 関係が認め られ

た （第 4 図 B）．

2．花序 軸 と 花 柄 主茎 の 第 9葉 の 上 に 第 1花序を分化

した個体を供試 して第 8葉 に
14CO2

を施与 した場合，花

序軸基部に あ る 4列の 維管束 （IFa
−・IFd）の う ち，

14CO2

施与葉由来の 2列の維管束 （IFcと IFd）は，
】4CO2

施与葉

か ら第 5葉あ る い は第 7葉 に 由来し て 花序軸に 連絡 し て

い る 2列 の 維管束 （IFaと IFb）と比 べ て
14C 一

比放射活性

が高か っ た （第 5図 A ）．また，第 1− 4番花 の 花柄 で は ，

IFcと IFd由来の 維管束が IFa と IFb 由来 の 維管束よ り
14C 一

活性が高か っ た．

　第 7 葉 に
14CO2

を施与 し た 場合，花序軸基部 で は

14CO2
施与葉由来の 2列 の 維管束 （IFaと IFb）で

14C 一
比

放射活性が 高 く，
14CO2

施与葉に直接連絡 して い な い 2

列 の 維管束 （IFcと IFd）で 低か っ た （第 5 図 B）．ま た ，第

1・・　4 番花 の 花柄で は ，
IFaと IFb由来の 維管束が IFcと

IFd由来 の 維管束よ り
14C 一

活性が 高か っ た ，

考　　察

1，主 茎 と 仮軸 に お け る 維 管 束 の 走 向 と 光 合 成 産

　 物 の 転 流 経 路 と の 関 係

　大河内 （1983）は，トマ トの 葉序は 113で あると したうえ

で，茎 の 節間 に は 3列 の 太 い 維管束 とそ れ らの 間 に 3列 の

細 い 維管束が縦走 して お り，そ の うち 2列の 太い維管束が

1枚の 葉に 連絡 して い る と報告して い る，こ の よ うな場合

は 3節ごとに 葉の 配列が重な り合うこ と に な る の で ，ある

節 （第 n 節 ）と 3節上位また は下位の 節 （第 n＋ 3節また は

第 n −3節 ）が 1列の 直列線上 に 重 な っ て ，同
一直列線上 に

ある 2枚 の 葉を 1列 に結ぶ 太 い 維管束が 走 向す る こ とに

なる．トマ トに お い て，葉序と維管束の走向パ ターンが こ

の ような関係 に あ ると仮定 した場合 に ，トマ トの 葉 に

14CO2
を 光合成 さ せ る と，ソ

ー
ス 葉か ら 3節上位ま た は

下位の節に至る間に お い て節間の維管束の うちの ソ
ー

ス
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Fig．4．　 R ・1・ti・ n 　b・tween 　th・ v ・… 1・・ sy ・t・m ・nd ・tra・・1… ti・n ・f　
14C −

ph・t・・y・th・t・・ i・ th・ m ・i・ ・t・m ・nd ・ymp ・di・ m ・f

　　t・m ・t・ pl・nL 　PI・・t・ w ・・e　h・r・e・t・d　24　h・ urs ・ft・・th・ start ・f　
t
　
4
　CO ・f・・di・g・

　　 Fig・ ・e・ ・ n　v ・・c・1・・bundl・・ i・di・・t・ 血・

’4C −
・cti・ity・・lcul・t・d ・・f・11・w ・；

　　（
14C −

・p・cifi・ acti・ity・f　each …   1・・b・nd1 ・）÷ （
’4C −

・p・cifi・ aCti・ity・f8th（A ）・・ 7th（B）i・t・m ・d・）× 100・

　　 （A ）：
且4

　CO2　was 　fed　to　the　8th　leaf．　　　　　　  
一
  ：The　sth　to　12th　leave・

　　（B）：

MCO2
　was 　fed　to出e・7th・leaf．　　　　　   anCl   ：

i4
　CO2　fed　leave・

　　 A −H ：Vascular　bundles　in　each 　internode．　　　　　　 Iand　H ：The　lst　and 　2nd　inflorescences．

葉側 の 維管束 で
14C 一

活性が高 くな る可能性が大きい は ず

で ある．しか し，
14CO2

施与葉か ら そ の直上または直下

へ の
14C 一光合成産物の 転流を測定 して も，3節上位また

は 3節下位の節間の
14C 一

活性は低 い とす る報告が多 く

（Russell・Morris，1983； Hocking　
・
　Steer

，
1994），本研究

で も大河内 （1983）を支持す る結果は得ら れ な か っ た．

　また，宍戸ら（1988）は，トマ トの葉序は 90度と 180度

の 開度を 繰 り返す 四 列縦生 な い し コ クサ ギ型 で あ ると し，

維管束 の 走向も 4列 に 縦走 し て い る と報告 して い る．こ

の場合に は，第 1花序の 下 に 分化 した葉の枚数が偶数で あ

る か奇数で あ る か に よ っ て第 1花序と主茎の 最上位節に

分化 した葉 （最上位葉）との 開度が 180度 か 90度か に な

るの で ，最上位葉か ら第 1花序へ の 維管束走向と光合成産

物の 転流量 が 主茎 の 葉 の 枚数が 変わ る と異な る可能性が

高い ，しか し，
こ の 点に つ い て 宍戸 ら （1988）は，第 1花序

の 下葉枚数が偶数で も奇数 で も第 1花序へ の
14C 一光合成

産物 の 転流量 は ほ とん ど変わ ら な い と報告 して お り，矛盾

が残る．

　こ の ほ か に，トマ トの 葉序を 2〆5 と して光合成産物の 転

流 ・分配と葉序また は維管束走 向 との 関係を検討 して い

る 例 も見 ら れ る が ，互 い に 関連 し て い る と い う報告

（Bonnemain，1966；Russell・Morris， 1983）が あ る
一

方

で，関連し て い な い ， もしくはわず か に 関連 して い る と い

う報告 （Khan ・Sagar， 1966； Hocking・Steer，1994）もあ

っ て ，結論が得られ て い な い ．本研究 で は，こ の点に つ い

て も積極 的 に 支持す る結果が得 られな か っ た ．
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Fig・5・ R ・1・ti・・ b・tw ・・n　th・ v ・・c ・1・・ sy ・t・m ・nd 　t・an ・1・ cati… f ［4C −
ph・t。・y ・th・t・・ imh ・ i・且・・e・c・n… ft・m ・1・ pl・m ，

　　 Plants　were 　harvested　24　hours　after　the　start　of 　
l
　
4
　CO2　feeding．

　　 Figures　on 　vascular 　bundles　indicate　the　l
　
n
　C − activity 　calculated 　as　follows；

　　（
団 C − acti・ity（dpm ）・f・・ ch 　va ・ cu1 ・ ・ bundl・）÷ （

1‘ C −・・t・l　acti・ity（dpm ）・f　th・ i・t・m ・d… p・di・・L）× ・00．

　　（A ）：
ia

　CO2　was 　fed　to　the　8th　leaC　　　　　　  
一
  ：The　5th　to　12th　leave，

　　（B）：
MCO2

　was ・fed・to・the・7th・leaf．　　　　   and   ：

i4
　CO2　fed　leaves．

　　A −H ・V ・・cul ・・bundl ・s　i・ ・ach 　i・t・m ・d・．　 　 回
一
［虱 ［Mie　1・t　t・ 4th・fl・ w ・・，

　
一一s方，本研究 に お い て トマ トの 葉序は 開度法で の 3！8ま

た は 斜列法 で の 3：5に 近 い （Kanahama ら，1993
，
1994）と

して 主茎 の 維管束走向（第 1図，第 3図 ）と，
14C 一

光合成

産物の 転流経路 （第 4図 ）を調 べ た と こ ろ ， 葉序，維管束

走向，
14C 一光合成産物 の 転流経路 に 整合性が み られ た こ

とか ら，本研究で 解明 した 維管束走 向と
14C 一

光合成産物

の 転流経路 は 妥当性 が あ る と判断さ れ た．

2．花序 軸 と花 柄 に お け る 維管 束 の 走 向 と 光合 成

　 産物 の 転 流 経 路 と の 関 係

　 トマ トに お ける 主茎上 の葉 と第 1花序との 維管束連絡

に つ い て は，形態学的に 調べ た 宍戸 ら（1988）や
14C 一

光合

成産物 の 分配 を 調 べ た 宍戸 ・堀 （1991）の 報告に よ っ て ，

主茎 の 第 9葉 の 上 に 第 1花序 を分化 した個体 の場合，第

1花序へ の分配は第 7葉と第 8葉 に 比 べ て ，第 9葉か らの

分配が 低 い こ と が 示 さ れ て い る，そ の 理由と して ，第 1花

序と第 7葉また は第 8葉との 間に は維管束の 直接連絡が

あり，第 9葉との 間 に は維管束の 直接連絡 がな い こ とが あ

げ られ て い る．

　こ の 点 に つ い て ， 本研究で 実体顕微鏡を用 い て維管束走

向の 観察を行 っ た とこ ろ，第 1花序の 花序軸基部 の 維管束

と して 4 列観察さ れ，その うちの 2列 は第 7葉と，残 り 2

列は第 8葉と直接連絡 して い た が，第 9葉 と第 1花序と は

直接連絡 して い な か っ た ．こ れ ら の 結 果 は ，宍 戸 ら

（1988）および宍戸 ・堀 （1991）を支持す る．
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　次に ，主茎上 の 葉 （ソ
ー

ス ）か ら各果実 （シ ン ク ）へ の

MC 一
光合成産物 の 分配を第 1花序の中の奇数番の 果実と

偶数番の 果実で 比較す る と，奇数番あ る い は偶数番の 果実

は，そ れ らと小 さ い 開度で 配列 して い る葉か らの 分配が多

く，そ の 理由と して ソ
ー

ス と シ ン ク間に お け る維管束連絡

の 粗密 が 推定されて い る （宍戸 ・堀，1991）．こ の 点に つ い

て本研究で維管束連絡と
14C 一

光合成産物の 転流経路 と の

関係を調べ たとこ ろ，第 1番花の 花柄 の 維管束は花序よ り

2節下位 に 分化 した第 8葉由来 の 2列 と，花序よ り 3節下

位に 分化 した 7葉由来 の 1 列の 合計 3列で 構成さ れ ， 第

2番花の 花柄 の 維管束は第 7葉由来の 2列で構成され，第

3番花以降の 花柄 の 維管束 は，第 7葉由来の 1 列 と第 8葉

由来の 1列 の 合計 2 列 で 構成さ れ て い る こ とが確認 さ れ

た，主茎上 の 葉か ら第 1花序内の 各果実へ の転流の 違 い

は，こ の よ うな維管束連絡の 粗密に 従 っ た光合成産物の転

流経路の違い と して示さ れた．こ の 点 に お い て も，本研究

の 結果 は宍戸 ・堀 （1991）を支持する．

　と こ ろ で ， 主茎 の 葉序が四列縦生 で あ る とす る と ， 第 6

葉と第 9葉は花序軸 と正反対側 の 同
一直列線上 に 並 ぷ こ

と に な る の で，第 6葉 と第 9葉 に
MCO2

を施与し た場合

に 第 1花序の奇数番の果実と偶数番の 果実へ の
14C 一光合

成産物分配は 同じ程度に な る可能性が高い はず で ある．

しか し，実際 に 調 べ て み る と偏 りが あ っ て，第 6葉か らは

奇数番の 果実へ ，第 9葉か らは偶数番の果実へ の 分配 の 多

い こ とが宍戸 ・堀 （1991）に よ っ て 示さ れ て い る．そ の 理

由は明ら か に され て い な い が ， 葉序が 3！8 で あ る と して，

本研究で 明らか に な っ た主茎上 の 葉 と花序軸お よ び花柄

の 維管束走向と の 関係 （第 5図 ）に 照 ら し合わ せ る と，第

6葉は奇数番の 果実と，第 9葉は偶数番 の 果実と維管束で

密 に 連絡 して い る こ と が説明で きた．

摘　　要

　 トマ トの 主茎，仮軸，花序の 維管束走向と，維管束走向

に沿 っ た
14

　C 一光合成産物 の 転流経路との 関係を調 べ た ．

供試材料 に は，主茎上で第 9葉の 上 に第 1花序を分化 した

後，第 9節か ら第一次側枝，第一次側枝の第 3節か ら第二

次側枝 ， 第二 次側枝 の 第 3節か ら第三次側枝を発生 して ，

そ れ ぞ れ の 側枝が 3枚 の 葉の 上に花序を分化す る ととも

に，葉序の 回転方向が左右交互 に 反転して い る個体を選ん

だ ．

　そ の 結果，胚軸で は 4列，主茎 と仮軸 で は 8列の 維管束

が認 め られ た．花序軸の 基部 で は 4 列 の 維管束 が 認 め ら

れ，そ の うちの 2列 は第 7葉か ら主と して第 2番花また は

第 4番花 に 連絡 して い る維管束で ，他 の 2列 は第 8葉か ら

主と して第 1番花ま た は第 3番花 に 連絡 して い る 維管束

で あ っ た，第 9葉および第 1〜　6葉か ら第 1花序に直接連

絡 して い る維管束は 認 め られな か っ た．

　第 7葉 また は第 8葉に
14CO2

を施与した 場合，
14CO2

施与葉の直下節間で
14C 一

活性が最も高 く，そ の 節間の 中

で は
14CO2

施与葉に 連絡 して い る 3列 の 維管束で
14C 一

活性が最 も高か っ た．そ の 他 の 節間 に お い て も
且4CO2

施

与葉側の 3列の 維管束で
14C 一

活性が高か っ た ．第 1花序

の 第 1番花 と第 3番花の 花柄で は 第 8葉 に
1
℃ 02 を 施与

した場合に
14C 一活性が高 く，第 2番花 と第 4番花の 花柄

で は第 7葉 に
14CO2

を施与 した場合 に
14C 一

活性が 高か

っ た．
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